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私は、自由民主党新生会の橋本尚理でございます。

　

日本ウイグル協会名誉会長イリハムドマハムティさんが、岩国市役所でのパネル展や講演のために九
月二十日から一週間岩国に滞在され、その間に中国共産党から、ウイグル人に対する様々な弾圧や拷問
の実態を数多〈聞くことができました。

　

この議場で紹介することがはばかられる内容ばかりですので、 詳細につきましてはネット等でお調べ
いただきたいと存じますが、どれもがあまりにも非人道的で想像を絶するものばかりであり、まさに、
ナチスを超える民族粛清であり、 チベット、内モンゴルに続いての民族根絶政策でありました。

　

ウイグルは、 もともと東トルキスタン共和国という国家であり、 ユーラシア大陸の心臓部に位置し、
二千年以上前から商業文化都市として栄えておりました。 その国旗がこちらでございます。 【九四九年
にソ連の援助を受けた中国人民解放軍が武力により侵略し、新彊ウイグル自治区と改名し、中国の領土
としたのであります。

　

イリハムさんの話の中の一つに「中国共産党からどんな拷問を受けようとも、 どんな洗脳教育を受け
ようとも、 私は骨の髄までウイグル人です。 変わることはありません。ただ、私が一番恐れているの
が、収容所で洗脳教育を受けたウイグルの子供たちが大人になり、ウイグルの子供たちに洗脳された教
育をすることなのです」 と話してくれました。

　

この話を聞いて私は驚１拷したのと同時に、彼が一番恐れていることが、我が国では七十年以上前から
起きていることに気づかされました。 敗戦後、 ＧＨＱによる、 さきの大戦は侵略戦争だ、日本軍は東ア
ジアの人々に大変な悪事を働いたなどとの事実に反する自虐的で歪曲された教育を日教組やマスコミか
ら受けた子供たちが大人になり、教師になり、今の子供たちに今でもそう教えているのであります。

　

一週間前、 私は、二〇〇四年から八年間、 ＮＨＫニュース７の気象コーナーを担当されていた気象予
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んの旨

　

演を聞く

　

会がありました。
ったとおり、 太平洋戦争で日本軍は東アジアの人々

、 二〇一五年、 さきの大戦は大東亜戦争であり、 大
けた教育は、戦後につくり上げられた洗脳教育であ
ないとの思いで、 保守系言論人としての活動を始め

こと信じて
ったとき、

ったことに気づき、 このままでは大切 日本は寸

　

まいとの思いで、 呆寸爪日目

　　　

しての）

　　　

口
ました」 と私の懸念を裏づける話も聞くことができました。

　

そこで質問に入らせていただきます。私は、 今までも県議会において、教育問題、 とりわけ教科書採
択の問題について度々取り上げてまいりました。

　

子供たちへの教育の根幹は、 教科書であり、教科書に何が書いてあるのか、何を教えるのかが何より
重要となります。

　

我が国の教科書は、学校教育法に基づき国による教科書検定制度が採用されております。しかし残念
ながら、 国の検定を合格した教科書の中には、 これまで歴史的、 世界的に事実として確定しているわけ
ではない事象を殊さら強調し、 自虐的、誇大に扱っているものについても散見されるのが現状でありま
す。

　

こうした中、本県においては平成二十八年度から四年間、県立高森みどり中学校と下関中等教育学校
で使用される歴史及び公民の教科書について、 平成二十七年度に初めて、日本の歴史や文化への愛情を
育むことを編集目標に掲げている育鵬社の教科書を採択されております。

　

また、 新学習指導要領に対応し、令キロ三年度から使用される教科書についても、引き続き育鵬社の教
科書を採択されたところであり、私としては、この県教委の御判断に深く敬意を表するものでありま
す。

　

しかしながら、昨年度は、全国的には、育鵬社の教科書を採択した市町村は防府市をはじめ減少いた
しました。 育鵬社の教科書に対し、ウェブサイトで戦争賛美などとレッテルを貼り、不採択を求めるよ
う呼びかける運動が見られたとの報道もあり、そうした活動が採択に影響を及ぼしたのなら、大変大き
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教科書採択に当たっては、静ひつな環境で、 これからの社会を生きる子供たちの将来を真剣に考え、
揺るぎない信念の下、適正かつ公正に審議する必要があります。

　

この四月に就任された繁吉教育長におかれましては、その就任の挨拶に当たり、本県は、 これまでも
豊かな先見性、質実剛健の気風、ふるさとを愛する心、そして、若者に期待し若さに託すといった優れ
た教育風土を持つ特色があり、 これらは、未来に引き継いでいく貴重な財産であると述べられておられ
ます。

　

まさに、 先人たちが築かれてきた本県が誇るべき防長教育を守り、 復活させていくことが重要であ
り、 そのためには、本県及び県内市町教委の教科書採択において、 県教委、 そして教育長の強いリーダ
ーシップが重要となります。
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私は、御英霊の顕彰を
の道府県遺族会や道府

、 に、 御英霊の顕彰についてお伺いいたします。
戦後七十六年間も我が国が独立と平和を享受しているのは、国のために貴い命をささげられた御英霊
蛙の上にあるとの思いから、 私は、御英霊の顕彰を政治活動の大きな柱の一つに掲げております。
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した。 山口県護国神社も同様であります。
により、今では遺族会の存続すら危倶されている地区が出ており、まして
が参列しなければ、コロナ終息後に、 果たして以前の状態に戻るんである
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塔
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を
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と
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献
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Ｈ
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献
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献
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も
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と
ら
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独
き

た
せ
す
な
登

　

ま
が
り
知
く

　

会
ま
ず
法
高
た

　

は
張
尾

ま
て
を
者
送
れ
お
・
だ

し
さ
差
だ
の
の
た
れ
あ
副
ご

　

や
し
ま
違
最
し

　

決
主
徹

　

じ
し
活
弁
を
さ
で
援
た

列
を
を
の
た
母
り
ぞ
で

　

、は

　

彰
た
し
は

　

、ま

　

判
と
頭

　

感
外
復
代
ジ
解
ん
支
い

参
り
傘
も
な
父
眠
れ
方
し
県

　

顕
い
た
分
で
し

　

な
態
徹

　

と
除
の
の
一
理
望
口
で

て
参

・ぐ
あ
や
に
そ
な
承
る

　

の
い
い
処
訟
た

　

当
状

　

、

り
ら
金
鮮
セ

　

、を
テ
い

し
お
り
継

　

子
か

　

、派
継
れ

　

霊
伺
を
る
訴
い

　

不
眼
は

　

く
か
助
朝
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回
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極
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補
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い
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を
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上
守
の
妻
安
さ
は
思
列

　

御
を
伺
に
め
確
す
こ
の
行

　

そ
償
校

　

、た
る
期
で
上

島朝鮮初中高級学校の運営法人
末、学校側の上告を退ける決定
国五か所で起こされていた同様

民族教育の権利を侵害し、差別
朝鮮人が日本国民と同じ納税義
る敵対視政策の産物と批判しま

少が続く遺族会への支援に、今後どの

を
り
上
守

傘
帰
も
は

に
は
朗
知
御
が

　

し
所
て
象
を
決
り
は
行
差

　

張
校
鮮
々
誤
ら
の
進
取
す

つ
く
を
本
の
人
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対
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判
あ
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な
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高
朝
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お
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文
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事
本
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う

の
賠
審
で
朝
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う
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朝
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損
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よ
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て

に
こ
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と
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今
た
教
な
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よ
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ま
る
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…

　　

し
ち
じ
こ

　　

侵
さ
、
力
弾

　

！
こ
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て
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か
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件
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い
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な
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ま
人
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打

い

　

ｏあ
得
す
き
の
間
を

な
す
で
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利
で
民
質
符

し
で
の
る
を
解
国
の
止



成
平、に

す

　

、

れ
も
ま
は
ー

さ
と
り
査

摘
と
お
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て

が
な
れ

た

　

、な

ｍし
果
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ま
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で
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た
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な
化
ら
し
た
っ
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か
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い
行
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る
の
あ
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た
求
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き
昌
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日

月
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も
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さ
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つ
し
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に
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し

い
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と

て
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県

つ

　

い

　

後

お

　

て

　

今

あ

　

っ

　　

、考
い
ま
さ
さ

て
見
い

し
所
膏

上
御
、

て
ど
ミ
る

　

、し

い
な
撃
す
に

つ
み
攻
存
度

年
た

　

、エ

昨
し
り
人

を
な
ま
知
が

　

格
支
ま

　

上
御
お
北
す
書
基
い
ン
る
を
部

ｏ前
針

　

神
な
ど

　

ｏ計

　

、て
府
編
白
宙
て
ミ
い
域
う

本
方

　

を
的
と
す
算
か
い
防
新
衛
宇
め
ャ
て
領
担

山
の

　

者
公
に
ま
予
の
っ
隊
を
防
た
進
ジ
し
宙
を

り
た
そ

　

裁

　

、と
り
を
る
に
衛
隊
の
れ
を
う
大
宇
化

尋
に

よ

　　　

、
Ｄ

　

官

　　　　

の

　

を

の

　　

後
ブ

　

衛

　　

せ
こ

　

げ

ど

　　　

の
シ

　

目

　　

ま

　

、

助

き
ク

　

あ
し

　　

、

　　　　　

｛
ｆ
く
悩

　

、声

だ
ン

　

が
ま

　

ず
の

さ
り
日
母
な

　

、が
と

た
イ

　

加
き

　

ｏせ
て

　

だ
か
今
父
い
い
ち
一」

ｏい
園

　

参
だ
す
を
全

　

く
ば

　

、祖
が
合
た
な

て
公

の
た
ま
い

　

、

て
葉
が

　

、友
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供

　

う

　

名
い
き
思
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言
す
も
マ
知
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ｏ

　

み
ら
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た

　

す
か

き
ク

　

あ
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、方

す
て
公

　

の
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、

ま
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う

　

名
い
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思
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八
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だ
い
あ
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た
狭
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九
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の
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百
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身
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見
せ
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で
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介
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名
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四
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こ

口
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国
目
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と
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あ
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っ
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を
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験
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介
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催
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Ｚ
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あります。
教育長の御所見を再度お伺いいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとう

ご
ざいました。 （拍手）



当該圏域に求められる矢
形成に向けて検討するこ
この方針に基
も、国の手厚い
まいりました。
こうした中、

　

こ こ

　　　　

の

は、
受け

　　　　　　　　　　

　　

　

　　　　　
　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　
　　　 　

　

Ｂ志見病院の統合による中核病院の
上、 決定されたところです。
めてきたところであり、 県において
職員の派遣など、必要な支援を行って

こ中、本年三月の市長交代に伴い、萩市では、 これまでの方針をゼロベースで見直すとされ、
虫自の中核病院協議会を設置し、改めて検討が行われてきましたが、中核病院の形成が必要と
駁告を踏まえ、 萩市長は、 このたびの市議会において、 二病院の統合による中核病院の形成に
寸を進めていくことを表明されました。
このたびの示された方針は、既に調整会議で合意された方向性に沿ったものであり、本来ある

－

　　　　　　　　　

、

く
さ
も
係
に
要

一

い
示
た
関
う
必
ピ

止めており、 今後は、 中
となって取組を進めてい

　

で

　　　

」′

ことによる±
丙院の形成に

ったものであり、 本来ある
に当たり、中心となる市を
のと考えています。
医療圏においては、 結果と
域住民や関係者の不安感を
向けた取組を進めていくこ

私は、 このたびの示
べき方向性が示されたも
はじめ、 国や地域の関係

　　　　

、示 しの よーに
して言
考える
とが

よつに、 二
し、 必要とさ
スピード感

　

ド澄、

　

，って
一

しています。
後、調整会議に いて議論を深め、関係機関等と十分な連携を図りながら、萩医

医療構想の推進に取り組み、地域住民の皆様が安心できる医療
めてまいりま

　

。
こつきましては、関係参与員よりお答え申し上げます。

Ｐ．３０６６
◎知事 （村岡嗣政君）

　

酒本議員の御質問のうち、 私からは、コロナハラスメントについてのお尋ねに
お答えします。
新型コロナウイルス感染症の国内での発生から間もなく二年が経過し、 この間、五度にわたる感染拡
大の波を経験する中で、 誰もがどこででも、 この感染症に雁患する可能性があることは、 今や周知の事
実となっています。、示しのよ－に

　

感

　

された方やその御家族、医療従事者等に対する誹議中傷や差別
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ま
た、 根拠のなし
ジの中で繰り
ホームページ
ても、 偏見・
庁による啓発～
インターネツ
おり、 その中准められており、 その中で

私としては、こうした国
因する誹議中傷や偏見・差
その他の御質問につきま

に、感染された方やその御家族、医療従事者等に対する誹議中傷や差別
チン接種を受けていない方あるいは接種できない方までも、 被害の対象

央して許されるものではなく、私は、 このような行為を絶対にやめ
さ話などに惑わされることのないよう、 これまでも県民・事業者
、けてまいりました。‐ジオ

　

ＳＮＳ等を活用した普及啓発にも努めてきたところです。

て、弓
与員より

した普及啓発にも努めてきたところです。
ンフルエンザ等対策特別措置法の改正を機

、罰則の強化に向けた刑法改正の検討が
るものと見込んでいます。
かけの内容を見直しながら、コロナに起
に取り組んでまいる考えです。
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Ｐ．３０８
◎知事（村岡嗣政君）

　

橋本議員の御質問のうち、私からは御英霊の顕彰についてのお尋ねにお答えし

きの大戦が終わりまして、七十六年の歳月が過ぎ去りましたが、 今日、 私たちが享受している平和
栄は、 戦没者の方々の貴い命と苦難の歴史の上に築かれたものであることを、決して忘れてはなり

は、 このことを深く胸に刻み、 戦争の惨禍が二度と繰り返されることの
ともに、揺るぎない平和へ一層の努力をしてまいらなければならないと
は、 そのような思いで、戦没者及び御遺族に対して弔意、哀悼の意を表
に

　　

させていただいているところであり、 また、沖縄県摩文仁の丘に

山口県遺族連盟におし
れると伺っています。
戦争の悲惨さや平禾
り、 県として、 こうし
てまいります。

さし、
＝祭を、
もなく
、て は、

して開催している
にわたり戦没者の
る中で、 孫、

いよう次の世代に語り継
えています。
るため、県護国神社慰霊
いて、山口県南方地域戦

援護に当たってこられた
の継承に取り組んでおら

を後世に伝えていくためには、県遺族連盟の果たす役割は大変重要であ
が継続されるよう、運営費を補助するなど、団体の活動を今後とも支援し

てまいります。
私は、引き続き、市町や関係団体とも連携しながら、戦没者の慰霊と御遺族の援護の推進に努めてま
いりたいと考えています。
その他の御質問につきましては、関係参与員よりお答え申し上げます。
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かに感染の連，

　

このため、
検査をはじめ、

女君）

　

木佐木議員の御質問の
に関して、 行政検査についての
大防止に向けては、迅速かつ的
を封じ込めていくことが重要で

　

て い

　　

こ
、のある方
　　　　

　

　 　

重要である
らず、クラ
に感染リス

私からは、
にお答えし
査の実施に
考えていま

１１感染症の感染拡大に備えた医療・

り、 いち早く感染の芽を摘み、 速や

スターの発生が懸念される地域や施設に対する集中
クが高まった場合には、 無症大の方に対しても幅広
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六波に向け、急ｉ

　

な感染拡大にも対応できるよう、 一日当たＬ
充を図ったところであり、今後とも、 感染状況に応じて、 効
す。
御質問につきましては、関係参与員よりお答え申し上げます。

・らは、コロナ克服のための対策に係る保健師の
します。
こついてです。
るためには、専門的な知識を有し、現場の最前線ロ

　　　　

ルス慰、梁．正に迅速かつ
保健師の役割が非常に重要で
こ中、国においては

　

書道府県
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事
及
ず
型
応
－
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知
保
ま
新
対
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Ｐ
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確

　　

で ると
にお
する
こと

管理に関する対応力の強化等を図る観点か
、 令和四年度までの二年間で－・五倍に増ら

　　　

幸ー において
て い

　　　

。
心する数以上の増員を図ったところであり、引き続き
の増員を行ってまいります。
らない、より抜本的な保健所機能強化に向けた人員確

、においても、 今年度は、 国の財政ヂ日
野の恒常的な人員体制の強化に向けた
こ、新型コロナウイルス感染症対策に
についてです。

行により、県と市町村の役割分担を見直し、従来保健所で担っていた母子保
住民に身近で利用頻度の高い保健サービスを市町村で一元的に提供できるよ

お尋ねの友本的な保健所機能の強化については、 今回のコロナ禍で直面した課題等を踏まえ、国にお
、て、 感染症対策に係る国、 都道府県、市町村の関係等について検討するとされていることから、 こう
した国の動向も注視しながら、 適切に対応してまいります。
その他の御質問につきましては、関係参与員よりお答え申し上げます。

４０６４
＝事 （村岡嗣政君）

　

井原議員の御質問のうち、 私からは追加提出した十一月補正予算についてのお
にお答えします。
このたび、 国は、 感染症対策に万全を期すとともに、新しい資本主義を起動させ、 成長と分配の好循
を実現するため、コロナ克服ー新時代開拓のための経済対策を決定したところです。
ぬとしては、 これまでも感染症の状況を見極めつつ、社会経済活動の段階的な引上げに取り組んでき
ところですが、現下の経済情勢等に鑑み、 この経済対策についても四つの柱に沿って、速やかに、 で
る限りの対応を図ることとし、関連の補正予算を編成し、 追加提出をしたところです。

すとともに、新しい資本主義を起動させ、成長と分配の好循
拓のための経済対策を決定したところです。
見極めつつ、社会経済活動の段階的な引上げに取り組んでき
、 この経済対策についても四つの柱に沿って、速やかに、 で
正予算を編成し、 追加提出をしたところです。
を切り拓〈新しい資本主義の起動」 については、国が示した
域の産業力の強化等を図り、地方活性化につなげていく考え

対

　

の柱の一つであ
こ沿って、農林水産業

、防災・減災、 国土強靭化の推進など安全・安心の確保についても同様に国の取組に沿って、 事
の早期発現を図るため、優先度が高く重要な箇所について、公共事業予算を前倒しして計上した
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念古Ｆ につ いて、 公 、
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別至１しして言 上した
ものです。

　

矛ぬとしては、国の経済対策を活用し、本県が直面する課題への的確かつ速やかな対応を図ってい〈考
えです。
その他の御質問につきましては、関係参与員よりお答え申し上げます。

Ｐ．４１０１
◎知事（村岡嗣政君）

　

松浦議員の御質問のうち、私からは、果樹農業振興についてのお尋ねにお答え

也から中山間地域まで、多様な地形や気象条件を有する本県において、果樹農業を持続的に発
ためには、 地域の特性を生かしながら、 市場ニーズが高く、高単価が期待できる果樹の生産振
ていくことが重

　

で

　

。
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させるためには、 地域の特性を生かしながら、 市場ニーズが高く、高単価が期待できる果樹の生産振
興を進めていくことが重要です。

　

このため、温暖多日照の沿岸部や島峻部ではかんきつ類を、寒暖差が大きい内陸部では梨、 ブドウを
はじめとした落葉果樹の作付を推進するなど、多彩な果樹産地の形成を図ってきたところです。

　

こうした中、 担い手の高齢化や生産コストの上昇など、果樹経営を取り巻く環境が厳しくなっている
ことから、私は、昨年度、果樹農業振興計画を策定し、その着実な実行を図るため、優良園地の継承と

こ重点的に取り組むこととしています。
ついては、 今年度、 県内三か所の果樹産地をモデル地域に設定したところで
よって継承資産を可視化するとともに、 地図情報とリンクした形でデー夕べあり、 現 ±、＝

　　

や・

ス化を進めています。
次に、 デジタル技術の
した通信型マルドリシス
さらに、 地域性を求め
レス等の導入を支援しま
私は、本県の果樹産地
生産を進めることによ

で高品質かつ安定的な生産が可能となる、県が開発

消費者ニーズに対応するため、 県産オリジナル品種のせとみや南津海シード

維持・拡大に向け、 関係団体と緊密に連携しながら、 市場ニーズの高い果樹
り、 本県果樹農業の振興を図ってまいります。




